



































































































































1962 ）、Chana Orloff （
1888-1968 ）
などユダヤ人も少なくなかっ
た。スーティン、 シャガール、 モデ リ ーニを始め、 エコール・ド・パリでは多く ユダヤ人画家が活躍したが、元々ユダヤ系住民の多いウクライナ出身 芸術家たちも、そうした「エコール・ド・パリのユダヤ人たち」の一角を形成していたのである。　
ところで、ウクライナがロシアから独立したのはソ連崩壊後






教育を受けた者も少なくない。だが驚いたことに、独立国としてのウクライナがまだ存在して なかった二十世紀初頭においても、パリではウクライナ出身者による芸術グループが形成され、彼らの作品を集めた展覧会が開催されていた。無論その一方で、マレーヴィチのようにウ 出身だが美術史的はロシア・アヴァンギャルドという文脈に置かれるべき画家もいる。昨今のウクライナ情勢を見て わかるよう 、この地におけるナショナル・アイデンティティー 一言でまとめられるほど単純ではない。だがその複雑さゆえにこそウクライナの豊潤な文化的土壌が存在するのではなかろうか。政治に翻弄さ混迷の度を増す現代ウクライナ社会も、エコール・ド・パリ鮮やかな足跡を残した多彩な芸術家たちも、同じウクライナの両面なのだと思わずにはいられなかった。
